
高等学校「世界史」の「主題を設定し追究する」学習(1 ) 

- r世界史」主題学習の変遷から一

森 才三

1999年の学習指導要領の改訂によって大きく改変された高等学校「世界史」主題学習を取

り上げ，学指導要領における〈位置づけ〉及び主題学習の(目標) (内容) (方法〉という視

点、から， 60年版から89年版までの指導要領における「世界史」主題学習の変還を再整理して

その流れについて考察し， 99年版における「世界史J主題の今までとは異なる様相について

検討を加える。そして，従前系統的な学習を前提とし，その補完と考えられてきた「世界史J

主題学習は，学習計画の中に構造的に位置づけられ，それぞれの位置づけに応じた(内容)

と〈目標)が設定されるようになったことを確認するとともに， 99年版の「世界史」主題学

習には，形式主義・行動主義に抗する意図が合意されていることを解明する。

I 問題の所在

高等学校社会科は， 1947年(22年)の学習指導要領(試

案) (以下，学習指導要領は指導要領， 00年版と略記す

る)によって， r一般社会科」と「東洋史Jr西洋史Jr人
文地理Jr時事問題」の四つの選択科目で始まった。社会

科の科目としての「世界史Jは， 1948年の高等学校教科

課程改正による社会科の科目の組みかえ u世界史Jr国
史J)によって発足することになり， 1949年の文部省新ヰ

書局長の通達「高等学校社会科日本史・世界史の学習指

導について」で世に登場した。しかし，その指導要領の

完成は，予定された1949年から大幅に遅れ， 1952年(27

年)に公布される。以来， 1956年(31年)の改訂を経て， r世
界史Jにおいて主題学習が登場するのは， 1960年(昭和35

年)の改訂からであり，同時に，文化圏学習も打ち出され

た。こうして出揃った主題学習と文化圏学習は，幾度か

の指導要領の改訂を経る中で， r世界史」学習の二つの柱

とされるようになった。

ところが， 1999年(平成11年)の改訂では，この二つが

ともに改変されることになった。 99年の改訂において，

「世界史Jは割目すべき改変が行われたといえるだろう。

高等学校「世界史」はまさに新しい時代をむかえたとい

うことができるが，本研究では，そうした新しい「世界

史」の主題学習について， 一一

(1) 高等学校「世界史」の主題学習が，幾度かの指導

要領の改訂によってどう位置づけられてきたかを

振り返り， 1999年の改訂の意義を明らかにする。

(2)新しい「世界史Jの「主題を追究する」学習の実

践試案を開発し，教授書の形式で提示する。

一ーを課題とし，本稿ではそのうちの(1)の課題に取り組

み，次稿以下において(2)の課題にあたりたい。

指導要領における高等学校「世界史J主題学習につい

て論じた先行研究としては，以下の論考が目につく。

① 吉田寅「学習指導要領の変遷と世界史教育J(同『世

界史教育の研究と実践』教育出版センター， 1986) 

②松田至弘rw世界史』における主題学習の意義と展開J

(同『世界史学習の研究』教育出版センター 1987)

③ 有田嘉伸「高等学校世界史における『主題学習』に

ついてJ(W長崎大学教育学部教科教育学研究報告』

第28号， 1997) 

④原田智仁「主題学習再考一世界史学習論の批判と創

造(2)ーJ(社会系教科教育学会『社会系教科教育学研

究』第12号， 2000) 

①論文は，高等学校「世界史Jについて， 78年版まで

の指導要領の内容とそれに伴う教科書の変遷を整理する

とともに， 78年版の改訂の要点に検討を加えたものであ

り，②論文は， 78年版の改訂にあたり，そこに打ち出さ

れた「世界史」主題学習について検討するとともに， 78 

年版までの主題学習の研究と実践の歩みをまとめ，自ら

の実践を提示したものである。また，③論文は， 89年版

までの指導要領における「世界史J主題学習の変遷を解

説的に整理したものである。④論文は，形骸化した主題

学習の再生をめざし， 99年版における主題学習に検討を

加えながら，主題学習の原理と方法について理論的に考

察したものである。①~③論文はいずれも，その時々の

指導要領の改訂に対してなされた研究として，歴史的な

意味ある研究であり，④論文は， 99年改訂の担当者の論

文として，99年版における主題学習を知ろうとするとき，

これ以上のものはないと思われる。

こうした先行研究を踏まえながら，本稿では，主題学

習が指導要領のどこで位置づけられているかという〈位
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置づけ)及び学習の(目標) (内容) (方法)という視点

から， 60年版から89年版までの指導要領における「世界

史J主題学習の変遷を整理し直して，その流れを考察し，

99年版における「世界史」主題学習の意味について検討

して，その合意を解明する。

n 1960年改訂から1989年改訂まで

本項では， 1960年から1989年までの四回にわたる指導

要領の改訂において，それぞれの指導要領で「世界史J

主題学習がどのようになっているか，主題学習の(位置

づけ) (目標) (内容) (方法〉の視点からみていく。

(1) 1960年(昭和35年)改訂

60年版では， r世界史」は「地理」とともに，標準3単

位のA科目と 4単位のB科目が設けられた。その「世界

史BJの「内容Jの冒頭には，次のように書いている。
世界史Bは，世界史Aよりも深めて取り扱うものとするが，

その際たとえばシルクロードと東西交渉，イギリスの議会政治

の発達，西部開拓と南北戦争，露土戦争と列強の世界政策，ワ

イマール体制とその崩壊などのような適当な主題を選び，政治

的，経済的，社会的な観点から総合的に学習させる。それによ

って，歴史的思考力をいっそうつちかうことをあわせて考慮す

るものとする。

これが，高等学校「世界史Jにおける主題学習の始ま

りにほかならない。上記によれば， r世界史AJと「世界

史BJの違いについて， (( r世界史BJ= r世界史AJ+ 
主題学習》ということが説明されている。ここから， (( r世
界史BJ一「世界史AJ 主題学習》というふうになる

のである。指導要領には，これ以外何も書かれていない。

このように「世界史」主題学習は，固有の目標・内容・

方法をもって出発したものではなく r世界史AJと「世

界史BJの違いとして始まったわけである。上記から，

「世界史J主題学習の(目標)と(内容〉について，以

下のことを読み取ることができるが， (方法)に関するこ

とは何らふれられていない。
〈目標〉学習を深化させ，歴史的思考力を一層培う。

〈内容> 5つの主題を例示(政治・経済・社会的な観点から総

合的に学習させる)。

このように「世界史J主題学習は唐突に世に現れたわけ

であるが，それはなぜだろうか。当時は，所謂「初期社

会科」批判の時代であり，指導要領は系統学習へと転回

していた。直ちにそれを実証することはできないが，そ

うした背景の中で，教師主導の系統学習に対して，生徒

主体の学習は主題学習として，という意図があったので

はなし、かと推察される。そのことは，次の70年版で確認

できる。いずれにせよ，主題学習としての説明づけは，

次の70年版を待たなければならず， 60年版をもって「世

界史J主題学習の《成立》とは言い難い。 60年版は「世

界史」主題学習の《萌芽》といわざるをえないだろう。

(2) 1970年(昭和45年)改訂

70年版では，従前の「世界史AJ と「世界史BJが一

本化(標準3単位)されたが世界史」の主題学習は「内

容の取扱い」において詳しく述べられ説明されている。

(なお日本史」において主題学習が登場したのも，こ

の70年版である。)

(目標〉については， r世界史の目標を達成し，生徒の

歴史的思考力をど2乏乏深めるJと説明され， r歴史的な

流れの学習の中で指導する」という扱いの位置づけが打

ち出された。さらに， w学習指導要領解説~ (以下『解説』

と略記する)は，次のように説明している。
主題学習においては，いわゆる系統的な学習でっちかわれた

歴史的理解を基礎に，指導事項を広げたり，掘り下げたりする

ことによって，歴史的思考力を深め， …ことに，そのねらい

がある。 …なお，主題学習と系統的な学習とは， w世界史』の

学習は，系統的な学習を中心にし，両者が有機的な関連を保ち

ながらすすめられるものでなければならない。

つまり， w解説』では，主題学習と系統学習との関連とし

て，歴史的思考力を深めるため，系統的な学習を補完す

るという主題学習の役割が述べられているわけである。

「世界史の目標を達成し，生徒の歴史的思考力をど0~と

5深める」という主題学習の目標は，系統的な学習を補

完するという主題学習の位置づけを反映したものである

ことがわかる。

系統的な学習を補完するということになると， (方法J
としては，生徒主体の問題解決的方法ということになる。

それについて， 70年版は「研究・討議・発表や資料の収

集など，可能なかぎり，生徒の自発的な活動を中心に学

習を展開することが望まししリと述べている。つまり，

主題学習の(方法〉は生徒主体の問題解決的方法という

ことが確認できる。

また，主題学習の(内容〉については， 6θ年版におけ

る主題の例示にかわって，主題選定の観点の提示という

形で〈内容〉が示唆されるようになった。
a 政治的，経済的，社会的，文化的，国際的な諸点から，多

角的・総合的に学習できるもの

b 地域ごとの比較考察的な学習，あるいは地域相Eの関連的

な学習ができるもの

C 世界の歴史上の発展を，時代別・地域別に大きくまとめて

学習できるもの

提示された主題選定の観点は次の三つであるが，取り上

げるべき主題の数も示され，別所では歴史上の人物を取

り上げることも求められている。主題の例示から主題選

定の観点の提示への変化は，授業者の創意・工夫の余地

を広げるものであるが，主題学習の(内容〉は，この範

囲において決定されることになる。
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このように， f世界史J主題学習は， 70年版の「内容の

取り扱いj において，その〈目標> (内容> (方法〉の体

裁を整え，系統的学習を補完する生徒主体の問題解決的

学習として((成立》したと見ることができる。これらを

まとめると，次のようになる

く目標) 系統的な通史学習を補完し，歴史的な思考力を一層

深める。

(内容) 主題選定の三つの観点に従った内容。

〈方法) 生徒主体の問題解決的方法(研究・討議・発表や資

料の収集など生徒の自発的な活動の積極的導入)

(3) 1978年(昭和53年)改訂

78年版では， f世界史」は標準単位が3から4へと増え

たが， f世界史J主題学習は， f内容の取扱い」において

「歴史的な思考力を一層深め，歴史的な流れの学習の中

で，適切な主題を設けてj と述べられており，従前の趣

旨が継承された。目新しいことは，主題を設定する際の

観点が。従前の三つから次の五つに整備されたことであ

る。
a 地域ごとの比較考察的又は地樹目互の関連的な学習のでき

るもの

b 時代別，地域別又は国別に，ある程度大きくまとめて学習

できるもの

C 現代の諸地域の社会と文化について，文化人類学などの成

果を活用しながら学習できるもの

d 世界の歴史上の事象と日本の歴史上の事象とを，比較させ

たり，関連させたりするなどして，世界の歴史における我が

国の位置について学習できるもの

e 世界の歴史上の人物について，時代的背景や地域の特質と

の関連などにおいて学習できるもの

五つの観点の中で注目されるのは観点 Cの「文化人類

学の成果の活用Jである。 78年版では生活史・社会史的

側面が強調され f世界史」への文化人類学の導入は，

「日本史Jへの民俗学の導入とともに， 78年版を特徴づ

けるものである。 78年版における主題学習は，主題設定

の観点に「文化人類学の成果の活用」が加えられ，主題

設定の観点の面から(内容〉の《充実》がはかられてい

るといえよう。しかし， (内容)の《充実》とは裏腹に，

70年版で「生徒主体の自発的活動を中心とした学習Jと

された〈方法〉については， 78年版ではそれが放棄され

たということではないだろうが，ふれられていない。気

になるところであるが， 78年版の〈目標> (内容〉につい

てまとめると，次のようになる。

〈目標〉 歴史的な思考力を一層深める。

〈内容〉 主題設定の五つの観庶に従った内容。

但) 1989年(平成元年)改訂

1989年の学習指導要領の改訂は，社会科の解体・再編

成という問題で，社会科教育を大きく揺るがした。結果

として，高等学校社会科は地歴科と公民科に再編成され，

「世界史Jは地歴科において「世界史AJ (標準2単位)

「世界史BJ (標準4単位)となり， f世界史」主題学習

は「世界史BJで実施されることになった。

〈目標〉について， f世界史BJの「内容の取扱い」で

は f歴史的な思考力を培いかつ歴史に対し興味・関心を

もたせるため，適切な主題を設けて学習できるようにす

ることJと述べている。(目標〉として， f歴史的な思考

力」の他に，新しく「歴史に対する興味・関心」が加え

られているわけであり，今までとは違った主題学習のあ

り方を示唆するものとして注目される。しかし，指導要

領が述べていることはそれだけで， (方法〉については78

年と同様にふれられていないし，従前は指導要領の「内

容の取扱いJで提示されていた主題設定の観点は， w解
説』の「指導計画の作成と指導上の配慮事項Jで示され

るようになった。つまり， (内容〉を示唆する観点の提示

の仕方は，明らかに緩やかになったということができる。

提示された観点は，次の四つである。
①比較文化または比較文明の視点を導入して歴史を学習

②社会史的な観点を導入し学習できるもの

③ 同時代史としての世界の歴史を学習できるもの

④ 人間の生活や文明を支えた技術についてまとまった学習が

できるもの

示された四つの観点は，社会の変化や歴史学界の動向を

積極的に取り入れたものであり，主題学習の(内容)の

充実をはかろうとするものと考えられる。

主題学習の新しい(目標〉を提起し，主題学習の(内

容〉を示唆する主題設定の新しい観点を提示しながらも，

〈方法〉については何もふれず，観点の提示の仕方は後

退している。この矛盾は，一体どういうことなのだろう

か。「世界史」主題学習の(<萌芽》・(<成立》の頃の熱心な

取り組みの様子は，前掲②の論文にうかがうことができ

る。以来30年，主題学習に対する現場教師の関心はかな

り薄らいできたであろうことは，想像に難くない。〈方

法)について何もふれられず， (内容〉に影響する主題設

定の観点の提示の仕方が後退していることは，主題学習

に対する現場の関心の程度と無関係ではないだろう。 89

年版によって， f世界史J主題学習は地歴科「世界史」へ

(部陸承》されたわけであるが， 89年版には主題学習の《閉

塞》状況が見え隠れしているということができる。 89年

版の主題学習の〈目標> (内容〉をまとめると，次のよう

になる。

〈目標〉 歴史的思考力を培い，歴史に対する興味・関心をも

たせる。

〈内容) 主題設定の四つの観点に従った内容。(W解説.lD
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60年版《萌芽)) I 70年版《成立》

位置づけ |学習指導要領の「内容J I学習指導指導要領の

「内容の取り扱いJ

目 標 |歴史的思考力を一層培 l歴史的思考力を一層深

う |める(系統的な通史学

習を補完する)
丙一ー蚕....r主う両主題を嗣京一 一r孟通選定ゐ孟二示;め説瓦

(r内容」で IU内容の取り扱いJ

で)
方 語 r.................................................l生徒主体の問題解決的

方法(研究・討議・発表 l ー

や資料収集など)

78年版《充実》

学習指導指導要領の

「内容の取り扱いJ

歴史的思考力を一層深

める

89年版俗佐承/閉塞》

学習指導指導要領の

「内容の取り扱いJ

歴史的思考力を培う歴

史に対し興味・関心を

もたせる。

主題選定の三つの観点|主題選定の四つ観点

(同左(~解説』で)

(5) 小括

以上， 60年版から89年版まで，指導要領における「世

界史」の主題学習を概観してきたが，それらは (60年版

=萌芽〕→ (70年版=成立〕→ (78年版=充実〕→ (89

年版=地歴科への継承/行き詰まり〕というふうにまと

めることができょう。こうした流れにおいて世界史J

の主題学習を， (位置づけ) (目標) (内容) (方法)の観

点から整理したものが上表であり，次の①~④のことが

いえよう。

① 「世界史J主題学習は一貫して (60年版を除く)指

導要領の「内容の取扱い」において位置づけられてき

た。これは「世界史」の授業計画の中で任意に行うこ

とができるということを意味している。

② 主題学習の(目標〉は「歴史的思考力を一層培う，

あるいは深める」とされたが，その「一層」という表

現から，主題学習は補足的な学習とみなされていたこ

とがわかる。主題学習が前提としていた学習とは， 70 

年版で説明されているように，系統的な通史学習であ

ることはいうまでもない。

③ 主題学習の(内容〉は，主題を設定するいくつかの

観点を提示することによって間接的に示されている。

どういう内容を設定するかは，授業者の任意であるが，

②の主題学習の補完性ということを考えると，系統的

な通史学習では扱いにくい内容を，示された観点をふ

まえて実施することになる。

④ 主題学習の〈方法)としては， 70年版で示されてい

るように，生徒の主体性・自発性が重視され，問題解

決的方法がとられている。それは，主題学習が系統的

学習の補完であるとされたことと深く関係している。

III. 1999年(平成11年)改訂

99年版『指導要領』では，従前の「世界史BJに加え

て 世界史AJでも主題学習が行われることになった。

以下，それぞれについて見てしえ。

(1) r世界史AJの主題学習

「世界史AJの主題学習について，指導要領は， r内容

の取扱いJにおいて，大項目(3)の中項目オ及びカを指定

し例示された課題などを参考に適切な主題を設定

し，生徒の主体的な追究を通して認識を深めさせるよう

にすることj と述べている。そして，指定された「内容」

の大項目(3)の中項目オ及びカは，大項目(3)の他の中項目

については r"，を理解させを考察させる」となって

いるのに対して r"，を追究させを考察させる」とな

って「内容の取り扱しリと呼応しており，はっきりと「内

容」に位置づけられている。指定された大項目(3)の中項

目オ及びカは， r世界史AJの最終部にあたる「地域紛争

と国際社会」及び「科学技術と現代文化jで世界史AJ

の学習のまとめとして主題学習が期待されていることが

わかる。

「認識を深めさせるJという(目標)については，従

前と変わりないが， (内容)については，従前は主題設定

のいくつかの観点を示すことによって(内容〉が示唆さ

れていたのに対し， r追究させ，考察させる(気付かせる)

事柄や課題がセットで示されている。「内容」において

「追究させ，考察させる(気付かせる)Jべく示されてい

る事柄や課題は，次の通りである。

オ地域紛争と国際社会

(追)…冷戦終結後起こった地域紛争の原因や歴史的背景

(考)…国際社会の変化，国民国家の課題など

カ科学技術と現代文化

(追)…現代の科学技術の人類への寄与と課題

(原子力の利用，情報科学，宇宙科学の出現)

(考)…人類の生存と環境，世界の平和と安全など

(気)…国際的な交流と協調の必要性

また， (方法〉については， r生徒の主体的な追究」に

関して r各種の情報・資料の収集と活用，調査・見学の

実施，まとめ・報告・討論などの多様な学習活動を取り

入れるJことが， w解説』の「指導計画の作成と指導上の

配慮事項jで説明されている。
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(2) r世界史8Jの主題学習

「世界史BJの主題学習についても， r世界史AJと同

様に，実施する項目(単元)が指定されている。「内容」

の大項目(1)と大項目(5)の中項目エ~カがそれであり，世

界史学習の最初と最後の部分にあたる。

大項目(1)の主題学習は，文字通り「世界史の扉」とし

て学習の導入となるものである。「内容」では，大項目(1)
の〈目標) <内容〉を，次のように説明している。

身近なものや日常生活にかかわる主題，我が国の歴史にかか

わる主題など，適切な主題を設定し追究する学習を通して，歴

史に対する関心と世界史学習への意欲を高める。

主題学習の〈目標〉として， 6ο年版以来「歴史的な思考

力」がいわれ， 89年版ではそれとともに「歴史への興味・

関心」が示されていたが，ここでは「歴史への関心と世

界史学習への意欲」が〈目標)とされている。そして，

この(目標)に呼応して「内容Jの大項目(1)のア~ウで

は，それぞれ「気付かせる」ことが求められている。大

項目(1)の主題学習は，世界史学習の導入として位置づけ

られ，学習への動機づけが意図されていることがわかる。

さらに，その(内容〉として例示された「身近なものや

日常生活にかかわる主題，我が国の歴史にかかわる主題J

の具体的内容として次の3つがあげられ，それぞれ取り

上げる事例が例示され r追究させる」事柄と「気付かせ

る」事柄がセットで示されている。
ア世界史における時間と空間

(事例)・日時計，暦，世界地図，都市図など

(追)…変遷や意義

(気)・・・時間意識や空間意識の時代や地域による違い

イ日常生活に見る世界史

(事例)…衣食住，家族，余暇，スポーツなど

(追)・ 6変遷

(気)…日常生活からも世界史がとらえられること

ウ世界史と日本史とのつながり

(事例)…接触・交流にかかわる人，物，技術，文化など

(追)…接触・交流の具体的な様相

(気)…日本列島の歴史と世界史との密接なつながり

大項目(5)の中項目エ~カに関する主題学習は，世界史

学習の最終部にあたるもので r世界史AJの場合と同様

である。大項目(5)の中項目エ~カに関する主題学習は，

「内容の取扱い」において， r例示された課題などを参考

に適切な主題を設定し，生徒の主体的な追究を通して認

識を深めさせる」と述べられている。そして，これに呼

応して，大項目(5)の「内容」においても，他の中項目ア

~ウが r.......，を理解させを考察させる」となっている

のに対し，主題学習が求められている中項目エ~カはr.......，
を歴史的観点から追究させを考察(展望)させるJ

となっている。中項目エ~カの具体的な内容と「追究さ

せ，考察(展望)させるJべく例示された事柄や課題は，

それぞれ次の通りである。
エ国際対立と国際協調

(追)…核兵器問題，人権・民族問題，

第二次世界大戦後の主要な国際紛争など

(考)…国際協調の意義と課題

オ科学技術の発達と現代文明

(追)・・情報化，先端技術の発達，環境問題など

(考)…科学技術と現代文明

カ これからの世界と日本

(追)…国際政治，世界経済，現代文明などにおいて人類の

当面する課題

(展)…これからの世界と日本

なおく方法〉については，指導要領では，大項目 5の中

項目エ~カについて「生徒の主体的な追究を通してJと

述べ，大項目(1)については何もふれていない。しかし，

『解説』では，いずれの場合についても， r生徒の主体的

な追究」を促すため作業的・体験的な学習を導入する

などJの学習活動の工夫が求められている。

以上， 99年版における「世界史AJと「世界史B(導入

部)J r世界史B(終結部)Jについて，主題学習の(位置

づけ) <目標) <内容) <方法)をまとめると，次頁の表の

ようになる。

N 99年版の意味

99年版を一瞥してまず気づくことは， r主題学習」とい

う言葉が一切見当たらないことである。 99年版では，そ

れを「主題を設定し，追究するJと言い表している。こ

うした「主題を設定し，追究するJという表記は，単に

表記の変更に止まるものでなく，以下に述べるような，

主題学習の新しいあり方を暗に示していると思われる。

次に目につくことは，その「主題を設定し，追究する」

学習を実施する項目(単元)が指定され，指導要領の「内

容」で述べられていることである。指導要領における主

題学習の位置づけは， 60年版を除いて，従前から「内容

の取り扱いJであり主題を設定し，追究するJ学習に

対する授業者の任意性は， 99年版では狭められていると

いうことができょう。しかし，指定されている項目(単元)

は世界史AJでは学習計画の最終部， r世界史BJで

は導入部と最終部であり，それは「主題を設定し，追究

する」学習を学習計画の全体の中で構造的に位置づける

ためであることがわかる。

構造的に位置づけられたそれぞれの項目(単元)では，

導入部では「歴史に対する関心と世界史学習への意欲J，

終結部では「歴史認識を深めるJというふうに，学習計

画の全体の中での位置に応じて， r主題を設定し，追究す
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世界史A 世界史B (導入部 世界史B (最終部)

位置づけ l 学 習 指 導 要 領 の 「 内 容 学 習 指導要領の「内容学習指導要領の「内容」

目 標 |歴史認識を深める |歴史への関心を高める |歴史認識を深める

|世界史学習への意欲を高める | 

内 容 |主題を設定し「追究させ，気付かせる」あるいは「追究させ，考察させるJ事柄や課題をセットで提示

方 法 | 生徒の主体的な追究 | 一 | 生徒の主体的な追究

(情報・資料の収集と活用，調査・ I(作業的・体験的な学習の導入) I (作業的・体験的な学習の導入)

見学の実施，まとめ・報告・討論な

ど)

る」学習の〈目標)が設定されている。また， <内容)に

ついては，従前は主題設定の観点を提示していたのに対

し， 99年版では「追究させ，気付かせるJr追究させ，考

察させる」事柄や課題をセットで示し， <内容〉を示唆し

ている。こうした(内容〉の詳しい指示は， r主題を設定

し，追究する」学習が，授業者の授業改善の創意や工夫

の任意性を狭めているように見える。しかし，それは「内

容」に構造的に位置づけられた以上当然であり，授業者

が「主題を設定し，追究する」学習に取り組むためのお

膳立てを整えたとみるべきである。

さらに， r世界史Jの学習計画の全体の中に構造的に位

置づけられたということは， 99年版における「主題を設

定し，追究する」学習が，従前の指導要領において考え

られてきたような，単なる系統的学習を補完する学習で

はないということを意味している。ということは，主題

学習の〈方法〉も，系統的学習を補完する問題解決学習

的な(方法)ではないということであろう。しかし， 99 

年版は， <方法〉について， r生徒の主体的な追究を通し

て」と述べており，従前と変わりない。これはどういう

ことであろうか。「生徒の主体的な追究」の重視は，教育

課程審議会答申(1998年7月)に打ち出された「児童生徒

の主体的な学習を一層重視する」という改善の基本方針

に沿うものであり， r自ら学び自ら考える力の育成」を念

頭に置いたものであると考えられる。一方，前掲④論文

は主題学習は生徒主体の学習を旨とするが，それを促

すには全てを生徒に任せるのではなく教師の適切な指導

が不可欠」と述べ，無限定・無制約な「生徒の主体性の

重視Jを戒めて，論文を締め括っている。 99年版の「生

徒の主体的追究」は，従前の問題解決学習的な〈方法)

とは少し意味が異なっていることがわかろう。つまり，

99年版の「自ら学び自ら考えるカの育成」の捉え方は，

89年改訂で「新学力観」が提唱されて以来人口に捨突さ

れてきたような理解とは別所のものである。

V おわりに

「世界史J主題学習は， 99年版によって新しい時代に

入ることになった。こうした背景には，教育課程審議会

答申の「主題学習による内容の工夫」があることは明ら

かであり， r自ら学び自ら考える力の育成を重視し，主題

学習の充実を図った」と『解説』で述べている知くであ

る。しかし， 99年版の「世界史」主題学習は， r自ら学び

自ら考える力の育成Jを，形式主義的能力観や活動主義

的教育観(森分孝治「社会科における思考力育成の基本

原則一形式主義・活動主義的偏向の克服のためにーJ全

国社会科教育学会『社会科研究』第47号， 1997を参照さ

れたし、)から捉えてはいない。むしろ， 99年版「世界史j

主題学習には， r世界史が，社会認識を形成する内容教科

のー科目として，形式主義・活動主義に陥らないようにJ

という苦心の跡をうかがうことができる。それが， 99年

版の「世界史」の「主題を設定し，追究する」学習が合

意しているものである。
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